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湯田小学校の大切な言葉 ： あしたも会おうね 温かい学校 ～ 学び合い ～

３０年度チャレンジ目標：湯田小ＡＢＣ

青少年赤十字（JRC）活動が始まります

校長 伊 藤 豊

去る５月１６日、本年度のJRC登録式を行いました。本年度は、全校児童が体育館に集いまし

た。運動会の練習も続いている中でしたが、本当に落ち着いて教室移動ができました。各学級で、

JRC活動や登録式の意味をしっかりと学んでいるなと強く感じました。教育は、ここが大切だなと

思っています。学習の主役は、子供たちです。「自分たちが学ぶんだ。自分たちが考えるんだ。」

という意識の有る無しで、学習の効果は大きく異なります。JRC委員会さんの進行で登録式が進め

られましたが、これも事前によく練習と準備がされていました。私からは「花のようにやさしく」

という言葉を示しました。JRC活動のモットーは「気づく、考える、行動する」です。これから具

体的な活動（つくし・VS等）が始まりますが、日々の学校や家庭での生活でJRCのモットーが姿に

現れることを期待しています。

毎朝、あいさつ運動を兼ねて児童の通学路を約４０分間巡回しています。その際に、火ばさみとバケツを持

って出かけています。路上のゴミを拾うためです。大変残念なことですが、路上には毎朝何かしらのゴミが落

ちています。多くは、たばこの吸い殻です。最近では、拾うのも随分と上達しました。

そんなある朝、出会った子から「毎朝、ゴミを拾ってくださってありがとうございます。」と声をかけられま

した。その日は曇り空でしたが、一瞬にして目の前が明るくなってきました。「ありがとう」という感謝の気持

ちを言葉にして伝えることの大切さはこれまでも説いてきましたが、いざ伝えられる側に立つと、どんなにう

れしく、やる気がわくものかを実感できました。湯田小には、すてきな子供たちがいます。

これは、青少年赤十字の歌「空は世界へ」の２番です。

花は「だれにも」においを届けている、分け隔てなどし

ないよ。そうさ、そんな花のような姿、態度で過ごそう

花はだれにも匂ってる と、公平公正 の大切さを「花」に例えています。ここで

花はやさしく匂ってる いう「におい」とは、「優しさ」「愛情」でしょうか。

みんなごらんよあの花を この歌は、１番で「空」、３番で「星」を例に挙げなが

花が僕らの私らのすがたよ姿よ ら、望ましい姿や態度を説いています。子供たちが意味

少年赤十字 を自覚して行動する日も近いと感じています。

○今週末は、いよいよ春の大

運動会です。次号では、児童

の活躍をたくさんお伝えした

いと思います。

○裏面に、本年度校時表を掲

載しています。ご活用ください。

見守りボランティア発足式

子供たちの安心安全な登下校を守っ

てくださいます。お世話になります。


